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（
国
土
強
靱
化･

社
会
資
本
整
備
を
着
実
に
推
進
し
、 

地
域
建
設
業
が
そ
の
社
会
的
使
命
を
こ
れ
か
ら
も
果
た
し
て
い
く
た
め
に
） 
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地
域
建
設
業
は
、
地
域
の
社
会
資
本
の
整
備
や
維
持
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
発
生
時
に
は
最
前
線
で
災
害

対
応
を
担
う
「
地
域
の
守
り
手
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
経
済
と
雇
用
の
下
支
え
を
す
る
地
域
の
基
幹
産
業

と
し
て
「
地
方
創
生
」
の
た
め
の
重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。 

近
年
の
地
域
建
設
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
公
共
建
設
投
資
の
横
ば
い
が
続
き
、
実
質
投
資
額
が
減
少
し
て

い
る
中
で
、
資
機
材
価
格
の
高
騰
や
人
件
費
上
昇
の
影
響
等
に
よ
っ
て
、
地
域
建
設
業
の
経
営
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
今
年
も
、
能
登
半
島
を
襲
っ
た
地
震
・
豪
雨
の
二
重
災
害
や
日
向
灘
地
震
な
ど
、
地
震
、
豪
雨
、
台
風

等
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
自
然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
の
傾
向
は
顕
著
で

あ
り
、
さ
ら
に
切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
へ
の
対
応
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

私
ど
も
全
国
建
設
業
協
会
で
は
、
従
来
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
へ
の
防
災
・
減
災
対
策
を
最
優
先
か

つ
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
、
国
土
強
靱
化
に
寄
与
す
る
社
会
資
本
整
備
の
重
要
性
、
緊
急
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。 

地
域
の
安
全
・
安
心
を
担
う
地
域
建
設
業
が
、
魅
力
あ
る
憧
れ
の
産
業
と
し
て
、
そ
の
社
会
的
使
命
を
果
た

し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
健
全
で
安
定
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
経
営
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
安
定
的
・
継
続
的
な
公
共
事
業
量
の
確
保
と
、
将
来
に
向
け
た
経
営
の
見
通
し
が
立
つ
よ
う
な
長
期
的
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な
事
業
計
画
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。 

な
お
、
一
部
で
建
設
業
界
に
施
工
余
力
が
乏
し
い
と
主
張
す
る
声
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
全
く
の
誤
解
で

あ
り
、
む
し
ろ
実
質
事
業
量
の
減
少
に
苦
し
ん
で
い
る
状
況
で
す
。 

本
会
で
は
、
新
３
Ｋ(

給
与
、
休
暇
、
希
望) 

＋
Ｋ(

か
っ
こ
い
い) 

の
実
現
に
向
け
、
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
の
適
用
を
踏
ま
え
た
「
２
＋
３
６
０
（
ツ
ー
プ
ラ
ス
サ
ン
ロ
ク
マ
ル
）
運
動
」
、「
適
正
工
期
見
積
り
運
動
」
、

「
目
指
せ
！
建
設
現
場 
土
日
一
斉
閉
所
運
動
」
を
展
開
し
て
い
る
ほ
か
、
技
能
者
の
五
％
を
十
分
に
上
回
る
賃

上
げ
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
Ⅾ
Ｘ
の
推
進
、
広
報
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

公
共
工
事
等
の
発
注
者
側
の
理
解
と
連
携
・
協
力
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
本
会
は
、
本
年
十
月
に
、
全
国
九
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
地
域
懇
談
会
・

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
総
意
と
し
て
、
左
記
の
と
お
り
意
見
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
諸
事
情
を
ご

賢
察
の
上
、
そ
の
実
現
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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記 

 

一
、 

強
靱
な
国
土
づ
く
り
と
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
方
創
生
の
た
め
の
社
会
資
本
整
備
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
、
令
和
七
年
度
予
算
に
お
い
て
、
資
機
材
価
格
の
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
を
踏
ま
え
た
、
今
年
度

を
大
き
く
上
回
る
公
共
事
業
関
係
費
を
確
保
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
を
踏
ま
え
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、

公
共
事
業
関
係
費
を
含
む
今
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
以
上
の
十
分
な
事
業
量
を
確
保
す
る

こ
と
。 

活
力
あ
る
地
方
創
生
の
た
め
、
地
方
に
公
共
事
業
予
算
を
重
点
配
分
す
る
こ
と
。 

 

二
、 

改
正
国
土
強
靱
化
基
本
法
に
よ
り
新
た
に
義
務
付
け
ら
れ
た
実
施
中
期
計
画
を
一
刻
も
早
く
策
定
し
、

遅
く
と
も
令
和
七
年
度
当
初
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
。 

併
せ
て
同
計
画
に
つ
い
て
は
、
資
機
材
価
格
の
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
及
び
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
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を
踏
ま
え
、
現
行
の
五
か
年
加
速
化
対
策
を
大
幅
に
上
回
る
事
業
量
（
例
え
ば
、
五
年
二
十
五
兆
円
）
を

盛
り
込
む
こ
と
。 

な
お
、
国
土
強
靱
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
の
み
な
ら
ず
、
令
和
七
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て

も
別
枠
で
確
保
す
る
こ
と
。 

 

三
、 

資
機
材
価
格
の
高
騰
に
よ
る
地
域
建
設
業
の
経
営
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
公
共
工
事
に
お
い
て
、
直
近

の
実
勢
価
格
を
予
定
価
格
に
適
切
に
反
映
す
る
こ
と
。
契
約
後
の
資
機
材
価
格
高
騰
に
対
し
て
は
、
ス
ラ

イ
ド
条
項
の
運
用
や
設
計
変
更
で
の
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
地
方
公
共

団
体
へ
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
円
滑
な
価
格
変
更
に
資
す
る
「
議
会
の
委

任
に
よ
る
長
の
専
決
処
分
」
の
議
決
を
進
め
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。 

ス
ラ
イ
ド
条
項
に
つ
い
て
は
、
手
続
の
簡
素
化
、
一
％
又
は
一
・
五
％
の
受
注
者
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
。 

さ
ら
に
、
民
間
発
注
者
に
対
し
て
も
、
改
正
建
設
業
法
の
趣
旨
が
十
分
理
解
さ
れ
、
資
機
材
価
格
の
高

騰
等
に
伴
う
価
格
変
更
協
議
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
指
導
基
準
の
明
確
化
及
び
指
導
の
徹
底
を
行
う
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こ
と
。 

 
四
、 
入
札
制
度
の
デ
フ
レ
構
造
を
抜
本
的
に
改
善
し
、
労
務
費
等
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
防
止
す
る
た
め
、
予
定

価
格
の
決
定
方
法
の
見
直
し
（
例
え
ば
、
積
算
価
格
へ
の
上
乗
せ
等
）
を
図
る
と
と
も
に
、
低
入
札
価
格

調
査
基
準
及
び
最
低
制
限
価
格
の
上
限
枠
（
０
．
９
２
）
、
一
般
管
理
費
等
の
算
入
率
（
０
．
６
８
）
の
引

上
げ
、
計
算
式
の
見
直
し
な
ど
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
。 

デ
フ
レ
を
前
提
と
し
て
長
年
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
な
い
、
少
額
随
契
の
上
限
額
（
地
方
自
治
法
施
行

令
）
、
ラ
ン
ク
別
の
発
注
標
準
を
見
直
す
こ
と
。 

地
域
建
設
企
業
が
健
全
で
安
定
的
な
経
営
を
続
け
る
た
め
、
改
正
品
確
法
及
び
「
発
注
関
係
事
務
の
運

用
に
関
す
る
指
針
」
を
、
全
て
の
公
共
工
事
発
注
者
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
品
確
法
逃
れ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
公
共
工
事
を
含
む
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
発
注
に
つ
い
て
も
、
同

法
を
準
用
し
て
、
公
共
工
事
の
品
質
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
措
置
す
る
こ
と
。 

地
域
に
密
着
し
た
建
設
企
業
に
よ
る
円
滑
な
施
工
が
望
ま
し
い
維
持
管
理
工
事
や
災
害
復
旧
工
事
等

に
つ
い
て
は
、
適
切
な
地
域
要
件
の
設
定
や
随
意
契
約
等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
建
設
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企
業
の
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。 

能
登
半
島
に
お
い
て
、
速
や
か
に
復
興
係
数
等
の
被
災
地
特
例
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
に
お
け
る
被
災
地
特
例
に
つ
い
て
は
、
継
続
又
は
段
階
的
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 

 

五
、 

本
年
四
月
に
始
ま
っ
た
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
踏
ま
え
、
休
日
、
準
備
期
間
、
天
候
等
を
考
慮
し

た
適
正
な
工
期
の
設
定
、
予
算
の
繰
越
手
続
、
債
務
負
担
行
為
の
活
用
等
に
よ
る
施
工
時
期
の
平
準
化
、

用
地
取
得
や
関
係
機
関
協
議
の
調
っ
た
後
で
の
精
度
の
高
い
設
計
に
基
づ
く
発
注
等
に
取
り
組
む
こ
と
。 

週
休
二
日
制
工
事
の
拡
充
・
普
及
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
休
日
が
増
え
て
も
労
働
者
の
減
収
と
な
ら

な
い
よ
う
、
設
計
労
務
単
価
の
抜
本
的
な
見
直
し
（
例
え
ば
、
月
給
制
前
提
の
制
度
化
等
）
や
補
正
係
数

の
引
上
げ
等
を
行
う
こ
と
。 

週
休
二
日
制
を
基
本
と
し
つ
つ
、
積
雪
寒
冷
地
な
ど
工
事
に
適
さ
な
い
期
間
が
あ
る
地
域
等
で
の
多
様

な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
変
形
労
働
時
間
制
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。 

「
地
球
沸
騰
化
」
に
よ
る
夏
場
の
過
酷
な
屋
外
作
業
の
現
状
に
鑑
み
、
実
態
に
即
し
て
作
業
効
率
の
低

下
を
踏
ま
え
た
歩
掛
の
見
直
し
、
熱
中
症
対
策
費
の
計
上
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
に
基
づ
く
休
憩
・
休
止
の
増
加
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に
よ
る
工
期
の
延
長
と
そ
れ
に
伴
う
増
加
経
費
の
計
上
を
行
う
こ
と
。 

準
備
や
後
片
付
け
、
移
動
、
手
待
ち
時
間
な
ど
の
労
働
時
間
算
入
の
厳
格
化
に
伴
い
、（
一
日
八
時
間
作

業
を
前
提
と
し
た
）
標
準
歩
掛
り
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

時
間
外
労
働
時
間
の
削
減
に
は
工
期
の
適
正
化
が
特
に
重
要
で
あ
り
、
中
央
建
設
業
審
議
会
が
勧
告
し

た
「
工
期
に
関
す
る
基
準
」
に
つ
い
て
、
民
間
発
注
者
を
含
む
全
て
の
発
注
者
及
び
設
計
を
行
う
建
築
士

事
務
所
等
に
対
し
て
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
実
効
性
を
高
め
る
取
組
を
行
う
こ
と
。 

国
庫
補
助
事
業
に
お
け
る
適
正
な
工
期
の
確
保
の
た
め
、
許
認
可
や
補
助
額
の
変
更
に
係
る
協
議
の
迅

速
化
、
こ
れ
ら
が
遅
れ
た
場
合
の
円
滑
な
工
期
の
延
長
を
進
め
る
こ
と
。 

ま
た
、
時
間
外
労
働
が
特
に
多
い
現
場
技
術
者
の
労
働
時
間
を
削
減
す
る
た
め
、
工
事
書
類
の
更
な
る

簡
素
化
及
び
公
共
発
注
機
関
間
に
お
け
る
書
式
の
標
準
化
・
統
一
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
設
計
変
更
に

係
る
業
務
の
受
発
注
者
間
の
役
割
分
担
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
。 

さ
ら
に
、
建
設
業
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
、
道
路
交
通
法
等
に
お
け
る
提
出
書
類
の
簡
素
化
に
取
り
組

む
こ
と
。 
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六
、 

技
能
者
の
賃
上
げ
に
必
要
な
設
計
労
務
単
価
の
更
な
る
引
上
げ
を
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
、
全
国
統
一

の
設
計
労
務
単
価
に
よ
る
地
域
間
格
差
の
解
消
を
念
頭
に
入
れ
つ
つ
、
調
査
や
決
定
方
法
、
予
算
決
算
及

び
会
計
令
の
規
定
等
の
見
直
し
も
含
め
検
討
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
技
術
者
等
技
能
者
以
外
の
賃
上
げ
（
及
び
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
等
の
新
た
な
雇
用
）
に
必
要
な

現
場
管
理
費
及
び
一
般
管
理
費
の
引
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
積
算
に
お
け
る
別
枠
計
上
を
検
討
す
る
こ

と
。 総

合
評
価
落
札
方
式
に
お
け
る
賃
上
げ
加
点
措
置
に
つ
い
て
は
、
目
的
が
あ
る
程
度
達
成
し
た
時
点
で

廃
止
す
る
か
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
で
も
賃
上
げ
の
実
績
を
事
後
に
評
価
す
る
こ
と
や
複
数
年
で
評
価

す
る
こ
と
等
、
企
業
に
と
っ
て
リ
ス
ク
の
少
な
い
方
式
に
改
め
る
こ
と
。 

 

七
、 

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
同
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
技
能
者
の
処
遇
改
善
が
実
効
性

の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
カ
ー
ド
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
応
じ
た
設
計
労
務
単
価
の
引
上
げ
、
カ
ー
ド
タ

ッ
チ
と
建
退
共
ポ
イ
ン
ト
の
連
動
、
多
能
工
の
位
置
づ
け
の
明
確
化
等
に
取
り
組
む
こ
と
。 

ま
た
、
中
小
規
模
の
建
設
現
場
で
も
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
現
場
管
理
が
メ
リ
ッ
ト
と
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な
る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
・
制
度
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
。 

さ
ら
に
、
加
入
企
業
、
登
録
技
能
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
登
録
、
機
器
導
入
等
に
つ
い
て
の
公
共
工

事
の
積
算
計
上
、
国
費
等
で
の
助
成
、
登
録
手
続
の
簡
素
化
等
を
行
う
こ
と
。 

 

八
、 

全
国
の
現
場
で
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
中
小
建
設
企
業
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
普
及
と
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
拡
大
に
向
け
て
、
中
小
規
模
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
に
お
け
る
積
算
基
準
の
見
直
し
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
工
事
の
手
引
き
の
作
成
、
講
習
会
の
開
催
、
設
備
投
資
へ
の
助
成
等
を
行
う
と
と
も
に
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
を
推
進
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
遠
隔
臨
場
に
よ
る
監
督
・
検
査
や
受
発
注
者
間
の
Ａ
Ｓ
Ｐ
方
式
に
よ
る
現
場
情
報
共
有
、
書
類

の
標
準
化
・
簡
素
化
等
、
更
な
る
Ｄ
Ｘ
化
を
通
じ
た
施
工
管
理
の
効
率
化
に
公
共
発
注
機
関
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
。 

地
方
に
お
け
る
担
い
手
不
足
の
状
況
を
踏
ま
え
、
新
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
省
人
化
を
施
工
法
の
比

較
・
検
討
に
お
け
る
評
価
項
目
に
入
れ
る
こ
と
。 

さ
ら
に
、
建
退
共
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
と
の
ポ
イ
ン
ト
連
動
の
た
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め
に
も
、
そ
の
電
子
申
請
化
を
推
進
す
る
こ
と
。 

 
九
、 
災
害
時
の
応
急
復
旧
活
動
中
に
発
生
し
た
労
働
災
害
に
つ
い
て
、
役
員
が
労
災
保
険
の
対
象
外
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
災
害
協
定
等
で
の
補
償
に
よ
る
救
済
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
発
生
に

よ
り
入
札
や
保
険
掛
金
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

災
害
関
連
工
事
以
外
の
工
事
に
お
い
て
「
不
可
抗
力
」
に
よ
り
生
じ
た
損
害
額
に
つ
い
て
、
公
共
工
事

標
準
請
負
契
約
約
款
に
お
け
る
受
注
者
に
よ
る
請
負
代
金
額
の
一
％
負
担
を
撤
廃
す
る
こ
と
。 

災
害
復
旧
工
事
の
技
術
者
専
任
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
。
災
害
対
応
に
伴
い
止
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る

他
の
現
場
の
工
期
延
長
や
増
加
経
費
の
補
償
を
検
討
す
る
こ
と
。 

災
害
や
除
雪
に
備
え
て
待
機
し
た
現
場
従
事
者
の
労
務
費
に
つ
い
て
、
出
動
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
等

に
お
い
て
も
発
注
者
が
負
担
す
る
仕
組
を
検
討
す
る
こ
と
。 

除
雪
作
業
に
つ
い
て
、
試
行
中
の
少
雪
時
の
固
定
費
積
算
計
上
を
恒
常
化
す
る
と
と
も
に
、
試
行
結
果

を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て
更
な
る
拡
充
を
進
め
る
こ
と
。 

ま
た
、
除
雪
時
の
オ
ペ
レ
ー
タ
の
担
い
手
育
成
の
た
め
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
の
受
講
や
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大
型
特
殊
免
許
の
取
得
等
へ
の
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
。 

さ
ら
に
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
が
連
携
し
た
一
元
的
・
包
括
的
な
指
示
の
実
現
、
広
域
支
援
体
制

の
整
備
等
、
災
害
緊
急
対
応
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
機
関
と
建
設
企
業
が
災
害
情
報
を
共
有

で
き
る
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

十
、 

「
地
域
の
守
り
手
」
で
あ
る
地
域
建
設
業
の
災
害
発
生
時
の
地
域
に
貢
献
す
る
（
か
っ
こ
い
い
）
活
躍

が
広
く
国
民
に
周
知
さ
れ
る
よ
う
、
国
土
交
通
省
の
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
広
報
班
が
自
省
職
員
の
み
な
ら
ず
、

地
域
建
設
企
業
の
復
旧
作
業
に
取
り
組
む
姿
を
撮
影
・
広
報
す
る
、
災
害
協
定
に
お
い
て
、
発
注
者
に
よ

る
出
動
し
た
建
設
企
業
の
撮
影
・
広
報
に
つ
い
て
も
規
定
す
る
等
、
官
民
が
連
携
し
て
積
極
的
な
広
報
に

取
り
組
む
こ
と
。 

こ
の
ほ
か
、
社
会
資
本
整
備
や
災
害
対
応
等
の
地
域
建
設
業
の
役
割
の
周
知
が
、
若
年
者
及
び
女
性
の

入
職
促
進
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
様
々
な
広
報
戦
略
を
検
討
す
る
こ
と
。 

 

十
一
、
地
域
建
設
業
へ
の
若
手
技
術
者
等
の
入
職
を
促
進
す
る
た
め
、
高
校
等
の
建
築
・
土
木
系
学
科
の
維
持
・
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拡
充
、
普
通
科
に
お
け
る
就
職
支
援
コ
ー
ス
の
導
入
等
に
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
り
取
り
組
む
こ
と
。 

女
性
の
入
職
・
定
着
を
図
る
た
め
、
女
性
が
よ
り
一
層
働
き
や
す
い
現
場
環
境
の
整
備
（
水
洗
ト
イ
レ

や
専
用
の
更
衣
室
等
の
設
置
）
の
推
進
及
び
必
要
な
経
費
を
積
算
へ
反
映
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
外
国
人
労
働
者
の
確
保
・
定
着
の
た
め
、
各
企
業
で
行
っ
て
い
る
日
本
語
教
育
に
公
的
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
特
定
技
能
２
号
へ
の
移
行
を
さ
ら
に
円
滑
に
す
る
こ
と
。 

  
一
般
社
団
法
人 

全
国
建
設
業
協
会 

 
 

会
長 

今 

井 

雅 

則 

 

一
般
社
団
法
人 

北
海
道
建
設
業
協
会 

 

会
長 

岩 

田 

圭 

剛 

一
般
社
団
法
人 
青
森
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

鹿 

内 

雄 

二 

一
般
社
団
法
人 

岩
手
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

向
井
田 

 
 

岳 

一
般
社
団
法
人 

宮
城
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

千 

葉 

嘉 

春 
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一
般
社
団
法
人 

秋
田
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

北 

林 

一 

成 

一
般
社
団
法
人 

山
形
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

太 

田 

政 

往 

一
般
社
団
法
人 

福
島
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

長
谷
川 

浩 

一 

一
般
社
団
法
人 

茨
城
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

石 

津 

健 

光 

一
般
社
団
法
人 

栃
木
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

谷 

黒 

克 

守 

一
般
社
団
法
人 

群
馬
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

青 

柳 
 
 

剛 

一
般
社
団
法
人 

埼
玉
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

小 

川 

貢
三
郎 

一
般
社
団
法
人 

千
葉
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

石 

井 

良 

典 

一
般
社
団
法
人 

東
京
建
設
業
協
会 

 
 

会
長 

乘 

京 

正 

弘 

一
般
社
団
法
人 
神
奈
川
県
建
設
業
協
会 

会
長 

渡 

邉 

一 

郎 

一
般
社
団
法
人 
山
梨
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

浅 

野 

正 

一 

一
般
社
団
法
人 

新
潟
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

福 

田 

勝 

之 

一
般
社
団
法
人 

長
野
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

木 

下 
 
 

修 
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一
般
社
団
法
人 

岐
阜
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

各 

務 

剛 

児 

一
般
社
団
法
人 

静
岡
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

石 

井 

源 

一 

一
般
社
団
法
人 

愛
知
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

髙 

柳 

充 

広 

一
般
社
団
法
人 

三
重
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

竹 

上 

亀
代
司 

一
般
社
団
法
人 

富
山
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

竹 

内 
 
 

茂 

一
般
社
団
法
人 

石
川
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

 

鶴 

山 

庄 

市 

一
般
社
団
法
人 

福
井
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

山 

本 
 
 

厚 
一
般
社
団
法
人 

滋
賀
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

奥 

田 

克 

実 

一
般
社
団
法
人 

京
都
府
建
設
業
協
会 

 

会
長 

小 

﨑 
 
 

学 

一
般
社
団
法
人 
大
阪
建
設
業
協
会 

 
 

会
長 

錢 

高 

久 

善 

一
般
社
団
法
人 
兵
庫
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

三 

木 

健 

義 

一
般
社
団
法
人 

奈
良
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

山 

辺 

元 

康 

一
般
社
団
法
人 

和
歌
山
県
建
設
業
協
会 

会
長 

中 

井 

賢 

次 
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一
般
社
団
法
人 

鳥
取
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

山 

根 

敏 

樹 

一
般
社
団
法
人 

島
根
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

平 

塚 

智 

朗 

一
般
社
団
法
人 

岡
山
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

荒 

木 

雷 

太 

一
般
社
団
法
人 

広
島
県
建
設
工
業
協
会 

会
長 

檜 

山 

典 

英 

一
般
社
団
法
人 

山
口
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

中 

村 

髙 

志 

一
般
社
団
法
人 

香
川
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

森 

田 

紘 

一 

一
般
社
団
法
人 

徳
島
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

西 

村 
 
 

裕 
一
般
社
団
法
人 

愛
媛
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

浅 

田 

春 

雄 

一
般
社
団
法
人 

高
知
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

國 

藤 

浩 

史 

一
般
社
団
法
人 
福
岡
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

松 

山 

孝 

義 

一
般
社
団
法
人 
佐
賀
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

松 

尾 

哲 

吾 

一
般
社
団
法
人 

長
崎
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

根 

〆 

眞 

悟 

一
般
社
団
法
人 

熊
本
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

前 

川 

浩 

志 
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一
般
社
団
法
人 

大
分
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

友 

岡 

孝 

幸 

一
般
社
団
法
人 

宮
崎
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

藤 

元 

建 

二 

一
般
社
団
法
人 

鹿
児
島
県
建
設
業
協
会 

会
長 

藤 

田 
 
 

護 

一
般
社
団
法
人 

沖
縄
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

津 

波 

達 

也 

 


